
黒
岩　

だ
か
ら
、
二
〇
二
三
年
十
月
の
「
創
刊

１
５
０
０
号
記
念
号
」
は
自
分
は
出
来
ま
せ
ん
、

み
た
い
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
ま
す
ね
。

朋
子　

そ
う
な
ん
で
す
。
残
念
。
記
念
号
は
ど
う

な
っ
ち
ゃ
う
の
か
な
あ
。

高
山　

ま
あ
、
し
よ
う
が
な
い
で
す
ね
え
。

朋
子　

ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
え
。

幸
綱　
「
心
の
花
」
の
表
紙
を
描
い
て
く
れ
て
い

る
岩
佐
な
を
君
は
詩
人
で
、「
Ｈ
氏
賞
」
と
い
う

詩
壇
で
大
切
な
賞
を
、
九
〇
年
代
に
取
っ
て
る
詩

人
で
す
。
早
稲
田
の
図
書
館
に
ず
ー
っ
と
勤
め
て

い
た
人
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
エ
ッ
チ
ン
グ
も
専
門

家
で
す
。

奥
田　

男
性
で
す
か
？

幸
綱　

も
ち
ろ
ん
、
男
性
で
す
。

全
員　

エ
ー
ッ
⁉

幸
綱　

な
ん
で
驚
く
ん
だ
、
男
性
だ
よ
。

清
水　

若
い
女
の
人
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
。

▽
「
心
の
花
」
の
協
力
者

朋
子　

昨
日
、「
心
の
花
」
の
二
〇
二
二
年
の
一

月
号
が
出
来
て
き
た
の
で
、
ど
う
ぞ
。

清
水　

表
紙
が
き
れ
い
で
す
ね
え
。

朋
子　
「
心
の
花
」
の
印
刷
は
オ
カ
モ
ト
ヤ
の
小

林
修
二
さ
ん
と
い
う
人
が
一
生
懸
命
、
や
っ
て
く

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
彼
は
あ
と
一
年
ち
ょ
っ
と

で
定
年
で
す
っ
て
。

ほ
ろ
酔
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
●
佐
佐
木
幸
綱
交
遊
録
●

佐
佐
木
幸
綱
＋
高
山
邦
男
・
黒
岩
剛
仁
・
加
古
陽
・
奥
田
亡
羊
・
清
水
あ
か
ね
＋
佐
佐
木
朋
子
　

「
朝
日
歌
壇
の
旅
」
で
天
安
門
事
件
直
前
の
中
国
を
旅
行
（
一
九
八
九
年
）、

「
心
の
花
」
全
国
大
会
に
竹
山
広
、築
地
正
子
、石
川
不
二
子
た
ち
が
参
加
、

小
紋
潤
の
こ
と
、
歌
集
『
反
歌
』『
金
色
の
獅
子
』
な
ど

〈
第
20
回
〉佐
佐
木
信
綱
の
顕
彰
、

一
九
八
八
年（
昭
和
63
年
）～

２
０
２
１
・
12
・
26
　
於
・
佐
佐
木
邸

　
　
記
録
作
成
＝
吉
田
瞳
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